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                                2023 年 10 月 10 日 

株式会社ハルメク 

 

 

 

 

  

女性誌販売部数 No.1（※1）の「ハルメク」をグループで発行する(株)ハルメクホールディングス（本社：

東京都新宿区、代表取締役社長：宮澤 孝夫）のハルメク 生きかた上手研究所と、子育てファミリー向けフリ

ーマガジン「Happy-Note」「Happy-Note For マタニティ」の発行をしているミキハウス子育て総研株式会社

（本社：大阪府大阪市、代表取締役：藤田洋）は、シニア世代（50～85 歳）女性 283 名、ママ世代（20～54

歳）女性 913 名を対象に「家族の呼び名と関係性に関する意識調査」を WEB アンケートにて実施いたしまし

た。 

（※1）日本 ABC 協会発行社レポート(2022 年 7 月～12 月) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 調査サマリ 】 

 

■シニア世代、ママ世代の呼び名には世代間のギャップはなかった。よく呼ばれている呼び名は「ば～ば」「おばあち

ゃん」。 

⇒シニア世代には孫から呼ばれている呼び名を、ママ世代には子どもが義母や実母を何と呼んでいるか聞いたところ、

「ば～ば」と回答した割合がともに最多で、シニア世代は 41.3％、ママ世代は 44.7％だった。次いで「おばあちゃ

ん」（シニア世代 22.6％、ママ世代 17.3％）だった。 

 

■してあげたいこと⇔してもらって嬉しかったこと、教えたいこと⇔教えてもらいたいことにはギャップがある項目が

見られた。ママ世代の回答に比べてシニア世代がしてあげたいことは「一緒に旅行やお出かけをする」、教えたいこ

とは「道徳や不道徳の分別」、シニア世代の回答に比べてママ世代がしてもらって嬉しかったことは「身の回りのお

世話をしてくれる」、教えてほしいことは「あそび」。 

⇒してあげたいこと⇔してもらって嬉しかったこととして両世代で最も多かったのは、「お祝い行事など祝う」（シニア

世代 79.2％、ママ世代 75.1％）、教えたいこと⇔教えてもらいたいこととして、両世代ともに最も多かったのは「や

さしさや愛情」（シニア世代 65.7％、ママ世代 67.8％）と回答。この点においては、世代間に大きなギャップが見ら

れなかった。 

⇒してあげたいこと⇔してもらって嬉しかったことで、ママ世代と比較してシニア世代の回答割合が高く、ポイント差

が最も大きい項目は「一緒に旅行やお出かけ」。シニア世代が 54.1％だったのに対し、ママ世代 46.3％で、シニア世

代が 7.8 ポイント高かった。 

シニア世代と比較してママ世代の回答割合が高く、ポイント差が最も大きい項目は「身の回りのお世話」で、ママ世代

が 57.0％だったのに対し、シニア世代は 23.7％と、ママ世代が 33.3 ポイント高かった。 

⇒教えたいこと⇔教えてもらいたいことで、ママ世代と比較してシニア世代の回答割合が高く、ポイント差が最も大き

い項目は「道徳や不道徳の分別」。シニア世代は 42.0％だったのに対し、ママ世代は 30.3％で、シニア世代が 11.7

ポイント高かった。 

シニア世代と比較してママ世代の回答割合が高く、ポイント差が最も大きい項目は「あそび」で、ママ世代が 49.7％

だったのに対し、シニア世代は 28.6％とママ世代が 21.1 ポイント高かった。 

 

■シニア世代は孫のしつけや子育てには口出しをしない、遠慮して頻繁に会いに行かないようにしている。一方でママ

世代からは遠慮せずもっと会いに来てほしい、子どもと触れ合ってほしいとの声も。 

⇒シニア世代にはママ世代に、ママ世代には実母や義母の孫への接し方について遠慮していることを聞いたところ、シ

ニア世代からは「子育ては親がするものだから言わないようにしている」「もっと会いに行きたいが頻繁にいかない

ようにしている」、ママ世代からは「もっと気軽に遊びに来て沢山子ども達と触れ合って欲しい」「もっと積極的に接

して欲しい」との回答が見られた。 

20～85 歳女性に聞いた「家族の呼び名と関係性に関する意識調査」 

“おばあちゃん”の呼び名 圧倒的 1 位は「ば～ば」。 

ママ世代が子どもに教えてもらいたいこと 1 位は「あそび」（49.7％）。 

一方シニア世代の教えたいこととしては 5 位（28.6％）と、ギャップあり。 

NEWS RELEASE 
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【調査背景】 

女性誌販売部数 No.1 の「ハルメク」は、長年にわたりシニア女性のインサイトについて調査・分析を行って

まいりました。子ども世代の晩婚化・晩産化が進んでおり、少子化にはどめがかかりません。また、シニア世

代もさらに高齢化しています。ママ世代とシニア世代のつながりはどのようになっているのでしょうか。ハル

メク 生きかた上手研究所とミキハウス子育て総研株式会社は、孫との関係性を通して、シニア世代とママ世

代の意識や実態の違いを把握するため、「家族の呼び名と関係性に関する意識調査」を共同で実施しました。 

※調査主体の「（株）ハルメクホールディングス 生きかた上手研究所」所長への取材、コメント提供も可能です。 

 

【シニア世代調査概要】 

調査の方法：WEB アンケート   

調査の対象：50～85 歳の女性 

有効回答数：283 

調査実施日：2023 年 8 月 29 日~9 月 1 日 

調査主体：（株）ハルメクホールディングス 生きかた上手研究所 

 

【ママ世代調査概要】 

調査の方法：メルマガを使ったアンケート   

調査の対象：ミキハウスメルマガ会員 

有効回答数：913 

※ミキハウス子育て総研のアンケート回答者のうち、”子どもがいる 20～54 歳女性”の回答結果を分析 

調査実施日：2023 年 8 月 24 日~9 月 6 日 

調査主体：ミキハウス子育て総研（株） 

 

※本リリース内容を掲載いただく際は、出典「ハルメク 生きかた上手研究所・ミキハウス子育て総研調べ」と明記をお願

いいたします。 

 

 

シニア世代、ママ世代の呼び名には世代間のギャップはなかった。 
よく呼ばれている呼び名は「ば～ば」「おばあちゃん」。 

・ シニア世代には孫から呼ばれている呼び名を、ママ世代には子どもが義母や実母を何と呼んでいるか

聞いたところ、「ば～ば」と回答した割合がともに最多で、シニア世代は 41.3％、ママ世代は 44.7％
だった。次いで「おばあちゃん」（シニア世代 22.6％、ママ世代 17.3％）だった。 

・ シニア世代に孫から呼ばれている呼び名は気に入っているかを聞いたところ、「気に入っている」と

回答した割合は 45.3％、「まあ気に入っている」と回答した割合は 47.6％で、92.9％が気に入ってい
ると回答。 

 

 

 

■孫から何と呼ばれているか（単一回答） 

シニア世代：283 名 

※孫がいる 50～85 歳女性 

■子どもが実母・義母を何と呼んでいるか（複数回答） 

ママ世代：913 名 

※子どもがいる 20～54 歳女性 
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■呼び名を気に入っているか（単一回答） 
孫が「まだ話せない」を除くシニア世代：267 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■「ニックネーム」「その他」の呼び方例（自由記述抜粋） 

「ニックネーム」「その他」と回答した女性：シニア世代 53 名・ママ世代 164 名 

 

 

 

 

 

○○ちゃん（あーちゃん・「名前」ちゃん・

ババちゃんなど） 
チチー 

ばーやん ママリン 

ババたん ○○さん 

ねぇね オーマ 

グランマ ばーち 

ばあ ばーたん 
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※「シニア世代が孫にしてあげたいこと」で降順ソート 

 

シニア世代がしてあげたいことは「一緒に旅行やお出かけをする」、 
教えたいことは「道徳や不道徳の分別」、 

ママ世代がしてもらって嬉しかったことは「身の回りのお世話をしてくれる」、 
教えてほしいことは「あそび」。 

してあげたいこと⇔してもらって嬉しかったこと、 
教えたいこと⇔教えてもらいたいことにはギャップがある項目が見られた。 

 

・ してあげたいこと⇔してもらって嬉しかったこととして、両世代ともに最も多かったのは「お祝い行
事など祝う」（シニア世代 79.2％、ママ世代 75.1％）、教えたいこと⇔教えてもらいたいこととして、
両世代ともに最も多かったのは「やさしさや愛情」（シニア世代 65.7％、ママ世代 67.8％）と回答。
この点においては、世代間に大きなギャップが見られなかった。 

・ してあげたいこと⇔してもらって嬉しかったことで、ママ世代と比較してシニア世代の回答割合が高
く、ポイント差が最も大きい項目は「一緒に旅行やお出かけ」。シニア世代が 54.1％だったのに対し、
ママ世代 46.3％で、シニア世代が 7.8 ポイント高かった。 
シニア世代と比較してママ世代の回答割合が高く、ポイント差が最も大きい項目は「身の回りのお世
話」で、ママ世代が 57.0％だったのに対し、シニア世代は 23.7％と、ママ世代が 33.3 ポイント高か
った。 

・ 教えたいこと⇔教えてもらいたいことで、ママ世代と比較してシニア世代の回答割合が高く、ポイン
ト差が最も大きい項目は「道徳や不道徳の分別」。シニア世代は 42.0％だったのに対し、ママ世代は
30.3％で、シニア世代が 11.7 ポイント高かった。 
シニア世代と比較してママ世代の回答割合が高く、ポイント差が最も大きい項目は「あそび」で、マ
マ世代が 49.7％だったのに対し、シニア世代は 28.6％とママ世代が 21.1 ポイント高かった。 

 

■シニア世代が孫にしてあげたいこと・ママ世代が子どもにしてもらって嬉しかったこと 
シニア世代：283 名・ママ世代：913 名 （複数回答） 
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※「シニア世代が孫に教えたいこと」で降順ソート 

 

■シニア世代が孫に教えたいこと・ママ世代が子どもに教えてもらいたいこと 
シニア世代：283 名・ママ世代：913 名 （複数回答） 
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シニア世代は孫のしつけや子育てには口出しをせず、 
遠慮して頻繁に会いに行かないようにしている。一方でママ世代からは 

「遠慮せずもっと会いに来てほしい、子どもと触れ合ってほしい」との声も。 

・ シニア世代にはママ世代に、ママ世代には実母や義母の孫への接し方について遠慮していることを聞
いたところ、シニア世代からは「子育ては親がするものだから言わないようにしている」「もっと会
いに行きたいが頻繁にいかないようにしている」、ママ世代からは「もっと気軽に遊びに来て沢山子
ども達と触れ合って欲しい」「もっと積極的に接して欲しい」との回答が見られた。 

 

■孫のことで子や子の配偶者に遠慮していること、 
本当はこうしたいと思うこと（自由記述抜粋） 

シニア世代：283 名 

それぞれの人間として大切に思っているので孫の事は親の責任として一切口出しはしない(79 歳) 

自分の子ではなく、あくまでも子供たちの「子」であることをわきまえる(69 歳) 

もっと頻繁に遊びに行きたい(56 歳) 

パッと会いに行きたいが行かないようにしている(60 歳) 

もっと会いたいけど忙しそうなので遠慮している(85 歳) 

お嫁さんには何をする時も了解をとるようにしている(63 歳) 

手助けして欲しいことを事前に聞くようにしてサポートしている(64 歳) 

口を出しそうになるので、自省している。時代が変わって子育ても変化しているので(65 歳) 

孫の両親が「手伝ってほしい」と言っていない場合は、あまり干渉しないようにしている(63 歳) 

普段からいつでも助けるから、困ったときは自分たちで抱え込まずに相談してね」と伝えている(63 歳) 

 

 

■子どもとの接し方について実母や義母に遠慮していること、 
本当はこうしてほしいと思うこと（自由記述抜粋） 

ママ世代：913 名 

義母にはもう少し遊びに付き合って欲しいと思っている。プレゼントなどは良く買ってくれますが、一緒に遊
びに行くということがないので(31 歳) 

怖がらずもう少し抱っこしてほしいなと思う(41 歳) 

何でもしてあげたいと思う気持ちは嬉しいが無理をしていないか心配(50 歳) 

すぐに孫たちにプレゼントを買ってくれようとするが、一緒におしゃべりしたり、遊んでくれたり、それだけ
で十分なので貢がないでほしい(34 歳) 

もっと積極的に接して欲しい(41 歳) 

家に遊びに伺った時、食事や遊びで汚さないか遠慮している(37 歳) 

遠慮してあまり遊びに来てくれていないのかもしれないが、もっと気軽に遊びに来て沢山子ども達と触れ合っ
て欲しい(33 歳) 

子どもが小さいうちに一緒に旅行に行きたい(35 歳) 

悪いことをしたら叱って欲しい(23 歳) 
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【専門家の見解】 

 

ハルメク 生きかた上手研究所 所長 梅津 順江（うめづ ゆきえ） 

16 年 3 月から現職。主に年間約 900 人の 50 歳以上のシニア女性を対象にインタビュ

ーや取材、ワークショップを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性誌部数 No.1！ 50 代からの生きかた・暮らしかた応援雑誌「ハルメク」 

1996 年に 50 代からの生きかた・暮らしかた応援雑誌「いきいき」として創刊。 
20 周年を迎えた 2016 年 5 月号から、誌名を「ハルメク」にリニューアルしました。 
50 代からの女性が前向きに明るく生きるための価値ある情報をお届けしています。 
健康、料理、おしゃれ、お金、著名人のインタビューなど、幅広い情報が満載です。 
2018 年には公式 WEB サイト「ハルメク WEB」もオープン。 
健康で美しく、アクティブなセカンドライフを応援するコンテンツを毎日発信して 
います。 

 
■『Happy-Note(ハッピー・ノート)』 
全国のミキハウスショップや提携医療機関等で無料配布している子育て情報誌 
『Happy-Note(ハッピー・ノート)』。2023 年で創刊 20 周年を迎えました。 
子育てを楽しむグッズやサービス、旅情報、制度など最新トレンドも詰め込んだ 
子育てナビゲーションブックです。 
20 周年を機にさらにパワーアップし、今の子育て世帯に役立つ情報を発信して 
まいります。 
（年 5 回・毎号 16 万部）  
 
■『Happy-Note For マタニティ』 
妊婦さん向け情報誌として今年で創刊７年目を迎えました。 
出産準備から生後 12 か月までの保存版として、全国のミキハウスショップ、 
産婦人科等の提携クリニック、アカチャンホンポ全店にて無料配布しています。 
妊娠中に準備しておくことで、赤ちゃんと豊かな、happy な暮らしをスタート 
することができる。そんなこれからの暮らしを応援してくれる出産準備品や 
サービス、制度などを詰め込んだ妊娠、子育て応援ブックです。(年 4 回・毎号 8 万部)   
    

 

 

 

「ば～ば」も「ママ」も遠慮せず、3 世代の触れ合う時間・楽しい思い出を増やそう 

シニア世代の多くが孫から「ば～ば」と呼ばれ、92.9％が気に入っている、まぁ気に入っていると

回答しました。子・孫世代も「ば～ば」と呼んでいます。「おばあちゃんよりかわいい」「ばばより柔

らかい」「小さい子でも発音しやすい」などの自由記述が見られます。シニア世代の「おばあちゃんと

呼ばれることへの抵抗」、子世代の「親しみ」、孫世代の「呼びやすさ」のちょうど良いあんばいが「ば

～ば」だったのでしょう。 

3 世代が共通の呼び名で語りかけ、お互いにやさしさと愛情をもってお祝い行事を祝ったり、遊んだ

りしている様子が伺えました。「ば～ば」がしてあげたいことと「ママ」がしてもらって嬉しかったこ

とがほぼ一致。世代間（親世代と子世代）ギャップが小さいことに、胸をなでおろしました。「ば～ば」

は道徳や分別の教育への関与を、「ママ」は身の回りの世話や金銭的サポートを求めるだけではなかっ

たのです。 

一方、お互い遠慮しながら接している様子が垣間見られました。「ば～ば」はしつけや子育てに口出

ししないよう、「ママ」は孫の相手は疲れると思うと頻繁には会わないようにしていました。本当は「も

っと孫と会いたい（親）」「もっと孫と触れ合ってほしい（子）」とコメントしています。 

少子高齢化の社会では、世代間のギャップを越えて、お互いが助け合うことが大切です。まず、呼

び名の工夫で距離が縮まり、幸せな関係を築けることが今回の調査で分かりました。ポストコロナ時

代で、リアルに会うことができるようになりました。お互い遠慮せずに本音で語り合い、一緒に楽し

く遊び、触れ合う時間・思い出を増やしてはどうでしょうか。 


